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秋冷の候、地元の皆様におかれましてはご健勝のことと思います。平素はダム建

原石山

コンクリートを作るための砕石を採取する山です。 原石山で採取した原石を細かく砕き、コンクリー

骨材プラント

まずは、工事説明の前に我々ＪＶ（共同企業体）のことについてから．．．

・事務所、宿舎について
事務所は旧双城中学校の２階部分を竹田市から賃貸しています。
宿舎は、下の写真のとおり運動場に３協力会社宿舎棟・衛生棟及び写真には
写ってませんがＪＶ宿舎棟があり、現在協力会社４９名・ＪＶ宿舎８名泊まってます。

秋冷の候、地元の皆様におかれましてはご健勝のことと思います。平素はダム建

設工事に格段のご理解とご協力を頂きまして有難うございます。ダム本体の掘削工

事が始まって１年が経ち、いよいよ１１月初旬にはコンクリート初打設となりました。

今まで、工事についてのお願い等は文書で回覧をお願いしていましたが、この度、こ

のような「瓦版」のような形で工事の進み具合等も含めてお知らせしたいと思います。

骨材プラント濁水処理設備

骨材プラントで発生する濁水を浄化しています。ここの

バッチャープラント

ダム本体のコンクリートを製造する設備です。

・ＪＶ職員について
上記事務所で男性１６名、女性２名がダム本体工事に従事してます。

・作業員について
現在、主にコンクリート打設準備工を行なっており、約１１０名が工事を施工してます。

１１月の予定

Ａ棟 Ｂ棟 Ｃ棟

衛生棟(食堂・風呂･洗濯場）
竹田市文化財収蔵センター（１階）

ＪＶ・協力会社事務所（2階)

ダム本体部

３００ｔクレーン（これでダム本体

１１月の予定
５日（金） 堤体コンクリート初打設
１８日（木） 土木の日 竹田市内小学生（約１００名）現場見学
１９日（金） 大分県管内土木事務所職員見学会
＊現場見学をご希望の際は、当企業体か竹田ダム建設工事事務所にご気軽に
ご連絡下さい。

お知らせ
・引き続き原石山の発破が２回/日（１２：００、１７：００）行なわれます。
退避のご協力をお願いたします。（白丹地区）
・現場内へのゲート（Ａ～Ｄ、計４ケ所）を９月末より設置しています。
Ａ・Ｂ・Ｃゲートではガードマンを配置（毎日７：００～１９：００）してますが、現場内へ
入場が必要な方で警備時間外（１９：００～７：００）及びＤゲート（白丹町）について
はお手数ですが、ご自分でダイヤルキーを開閉して進入して頂きますようお願いし

トレッスル（打設鋼台）

はお手数ですが、ご自分でダイヤルキーを開閉して進入して頂きますようお願いし
ます。番号：１７８（ｲﾅﾊﾞ）
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向暑のみぎり、地元の皆様におかれましてはご健勝のことと存じます。平素よりダム建設工事に

格段のご理解とご協力を頂きまして有難うございます。梅雨に入ったとは言いますが、西日本では

お知らせ

・引き続き発破作業を下記のとおり行ないます。退避のご協力をお願いします。

本体工事：原石山で１２：００、１７：００（基本的に土日は行いません。）

貯水池対策工事：阿鹿野橋下付近で１７：００

牧竹田市長挨拶 鏡割り

竹田市久住総合運

動公園体育館

トピックス 本体工事

定礎式

格段のご理解とご協力を頂きまして有難うございます。梅雨に入ったとは言いますが、西日本では

少雨であり、毎日真夏の様な暑さが続いています。体調管理には充分留意してお過ごし下さい。工

事の方では本体工事が６月１３日に定礎式を行い、今後はコンクリート打設が本格化してきます。ま

た、貯水池対策工事、残土処理場工事、取水放水路工事も本格化しています。交通安全等には充

貯水池対策工事：阿鹿野橋下付近で１７：００

６月１３日（月）、ダム堤体内で定礎式を広瀬勝貞 大分県知事他来賓各位、地域関係者他総勢

約１６０名をお迎えして挙行されました。当日は当初雨の予報でしたが、一転汗ばむ程の晴天で関

右岸造成アバット

減勢工（下流側よ

１００ｔクレーン

（定礎石及び現場を清め祓いました。）
神事 礎石搬入 定礎宣言

齋鏝の儀
左岸造成アバット

緊急放流管（三井造船・

減勢工
（日田市の本城秀将社中木遣り隊を先頭に （広瀬勝貞大分県知事による定礎宣

貯水池対策（１工区）工事
６月末現在、約４４,０００㎥打設しました。（全体打設量２２万㎥）

鎮定の儀 齋槌の儀

埋納の儀 埋納の儀

齋鏝の儀
左岸造成アバット

３００ｔクレーン（定礎石にコンクリート（モルタル）を （定礎石に打ち込んだコンクリート （定礎石を木槌で叩き固定しました。）

（定礎石を埋納する為、ダンプトラックでコンクリートを運搬、コンクリートバケットに移し、３００ｔクレーンで釜場まで移動させ


